
                                  盛ス少第 10 号 

令和 4 年 6 月 2 日 

登録単位団 御中 

 

                              盛岡市スポーツ少年団 

                              本部長 白根 敬介 

 

  

  岩手緊急事態宣言解除におけるスポーツ少年団活動について(協力依頼) 

 

 平素より、盛岡市スポーツ少年団の運営にご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げま

す。 

 さて、標記宣言の解除に伴い、スポーツ少年団活動について岩手県本部より協力依頼がござ

いました。 

 つきましては、今後の活動にあたりまして、引き続き十分な感染症対策を行ったうえで活動を

実施していただきますよう、宜しくお願い申し上げます。 

  

記 

 

１ 今後の活動について 

  感染防止対策を徹底するとともに、活動にあたっては、令和 4 年 5 月 31 日付けス第 121 号

岩手県スポーツ少年団本部長宛協力依頼通知書に則した対応をお願いいたします。 

 

【添付資料】 

1 令和 4 年 6 月 1 日付け岩ス少第 10 号各市町村スポーツ少年団本部長宛依頼文書 

2 令和 4 年 5 月 31 日付けス第 121 号岩手県スポーツ少年団本部長宛文書(写) 

3 令和 4 年 5 月 30 日新型コロナウィルス感染症対策本部第 57 回本部員会議知事メッセ

ージ 

4 令和 4 年 5 月 30 日付け教学第 427 号、教保第 177 号県立学校長宛通知文書(写)  

5 令和 3 年 4 月 6 日通知「県立学校の部活動について」 

6 令和 4 年 5 月 23 日付け文部科学省「学校生活におけるマスク着用について」 

7 文部科学省「学校生活における新型コロナウィルス感染症に関する衛生管理マニュア

ル」 (抜粋 マスクの着用) 

   

   

 

 

(公財)盛岡市スポーツ協会 

盛岡市スポーツ少年団 事務局 

担当：中村 悦子 

TEL ：019-601-5700 

E-mail：suposyou@morioka-sport.or.jp 

tel:019-652-7600


岩 ス 少 第 1 0 号  

令 和 4年 6月 1日  

 

 各市町村スポーツ少年団本部長  様 

  

岩手県スポーツ少年団  

                              本部長 白 根 敬 介  

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

岩手緊急事態宣言の解除について 

 

 日頃より 本県のスポーツ振興につきまして、ご理解、ご協力いただき感謝申し上げます。 

 さて、標記宣言の解除に伴い、県文化スポーツ部より別添のとおり協力依頼がありました。 

 つきましては、今後の活動にあたっては、引き続き感染防止対策に万全を期し、市町村教育委員会及び

市町村体育・スポーツ協会等と連携した活動をお願いいたします。 

 

 

【添付資料】 

１ 令和4年5月31日付けス第121号岩手県スポーツ少年団本部長宛文書（写） 

２ 令和4年5月30日新型コロナウイルス感染症対策本部 第57回本部員会議 知事メッセージ 

 ３ 令和4年5月30日付け教学第427号・教保第177号県立学校長宛通知文書（写） 

 ４ 令和3年4月6日通知「県立学校の部活動について」 

 ５ 令和4年5月23日付け文部科学省「学校生活におけるマスク着用について」 

 ６ 文部科学省「学校生活における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル」 

   （抜粋 マスクの着用） 

 

  

 

【担 当】 

 岩手県スポーツ少年団本部 

  （公益財団法人岩手県体育協会内） 

   主事  細 川 美智子 

 TEL  019-648-0400  FAX  019-648-1600 

  E-mail:taikyo@iwate-sports.or.jp 



ス 第 1 2 1 号 

令和４年５月31日 

 

 岩手県スポーツ少年団本部長  様 

 

岩手県文化スポーツ部スポーツ振興課総括課長  

 

 

   「新型コロナウイルス感染症岩手緊急事態宣言」の解除に伴うスポーツ少年団活動について（協力 

依頼） 

 このことについて、 昨日、別添のとおり「新型コロナウイルス感染症岩手緊急事態宣言」が解除され

ましたので、お知らせします。 

つきましては、これらの内容について御了知いただくとともに、スポーツ少年団活動については、下記

のとおり、引き続き、感染拡大防止に万全を期するよう、よろしくお願いします。 

 また、本件について、市町村スポーツ少年団本部及び単位団に対しても周知いただきますようお願い

します。 

記 

１ スポーツ少年団の活動については、令和４年５月30日付教学第427号、教保第177号「岩手緊急事態宣

言解除に伴う学校における対応について（通知）」を参考に、次のとおり行うこと。 

⑴ 実施については、地域の感染状況や競技特性及び活動形態等を踏まえ、慎重に判断すること。 

⑵ 当面、活動時間は、可能な限り時間短縮を図ること。 

⑶ 他団体との練習試合や県外へ移動して活動（県外の団体等との活動を含む）する際は、事前に遠征

先の感染状況や制限等を確認し、慎重に判断すること。 

⑷ 大会等の参加に当たっては、主催者が示す「新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」に基

づいた行動を徹底すること。併せて、大会参加前後の健康観察を徹底すること。 

⑸ 上記に加え、これまで同様、令和３年４月６日通知「県立学校の部活動について」を参考に、感染

対策を徹底するとともに、以下の点に留意すること。 

ア 活動前後での集団での飲食や更衣室等の共有エリアの一斉利用を控えるなど、活動に付随する 

場面での感染症対策を徹底すること。 

イ 大会や練習試合等における他団体団員及び指導者との接触は、必要最小限とすること。 

ウ 競技中以外において、身体的距離が十分とれないときはマスク着用を徹底すること。 

ただし、気候の状況等により熱中症などの健康被害が発生するおそれがある場合は、マスクを外

すこと。その際は、換気や生徒等の間に十分な距離を保つ、近距離での会話を控えるなどの配慮を

すること。 

エ 競技用具及びベンチ等、共用物品の消毒を徹底すること。 

２ 添付資料 

 ⑴ 知事メッセージ 

 ⑵ 岩手緊急事態宣言解除に伴う学校における対応について（通知） 

⑶ 県立学校の部活動について 

⑷ 学校生活におけるマスク着用について 

 ⑸ （抜粋）学校衛生管理マニュアル（マスクの着用） 

 【岩手県ホームページ】 

    https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/iryou/covid19/index.html 

【生涯スポーツ担当】 

 主査スポーツ振興専門員 佐々木（019-629-6794） 

㊢



新型コロナウイルス感染症対策本部 第 57 回本部員会議 

知事メッセージ（令和４年５月 30 日） 

 

県内の感染状況は、ゴールデンウィーク後半から感染者の増加が見られていま

したが、5 月 14 日から、人口 10 万人当たりの新規感染者数が、17 日連続して減

少しました。 
 

新規感染者数の減少傾向が 2 週間程度継続したこと、重症者数も少なく、病床

使用率が 20％程度で推移しているなど医療提供体制が維持できていること、など

から、本日、「岩手緊急事態宣言」を解除します。 
 

岩手緊急事態宣言は解除しますが、コロナがゼロになった訳ではありません。 
 

県内では現在でも、教育・保育施設や高齢者施設等において、クラスターが確

認されるなど、引き続き、感染の流行が継続しているところです。感染対策への

気の緩みが再び感染拡大につながります。 
 

県民の皆様には、手指衛生、換気などの基本的な感染対策の徹底の継続をお願

いします。 
 

マスク着用は、会話の有り無し、周りの人と離れているかどうか、屋内か屋外

かなど、場面に応じて上手に使い分けしましょう。 
 

飲食店利用については、感染対策が整っている「いわて飲食店安心認証」店の

利用を推奨します。会食は、短時間で、深酒をせず、大声を出さず、会話の時は

マスクの着用をお願いします。 
 

発熱等の症状のある子どもの保育園、学校等の登園、登校の自粛をお願いしま

す。 
 

症状のある方は医療機関の早期受診を、感染に不安のある方は PCR 等無料検査

を活用頂くようお願いします。 
 

ワクチン接種希望の方は、早めの接種をお願いします。 
 

県民の皆様には、基本的な感染対策を徹底して頂き、感謝申し上げます。引き

続き、場面に応じた感染対策を徹底して頂き、新規感染者数を更に減少させてい

きましょう。 
 

県では、「いわての食応援プロジェクト」や「いわて旅応援プロジェクト」を実

施しています。これらをご利用頂き、県内の飲食店や宿泊施設等を応援して頂く

ようお願いします。 
 

基本的な感染対策を徹底しながら、社会活動、経済活動を行っていきましょう。 
 

令 和 ４ 年 ５ 月 3 0 日 

岩手県知事 達増 拓也 
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教 学 第 4 2 7 号 

教 保 第 1 7 7 号 

令和４年５月 3 0 日 

 

 各県立学校長 様 

 

学 校 教 育 室 長 

保健体育課総括課長 

 

 

岩手緊急事態宣言解除に伴う学校における対応について（通知） 

岩手県新型コロナウイルス感染症対策本部は、第57回本部員会議（令和４年５月30日）を開催

し、岩手緊急事態宣言（令和４年２月１日改訂）について、令和４年５月30日をもって解除する

こととしました。 

ついては、岩手緊急事態宣言解除に伴う教育活動について、下記のとおり適切に対応するよう

お願いします。 

なお、学校における新規感染者数の抑え込みを最優先として、引き続き感染拡大防止対策を徹

底するようお願いします。 

記 

１ 教育活動について 

⑴ 校外で行う活動（修学旅行、遠足、社会科の見学、体験活動等）については、十分な感染

防止対策を行った上で実施すること。 

⑵ 体育祭等の学校行事は、地域の感染状況等を踏まえ、学校長が慎重に判断すること。 

⑶ 公共交通機関による通学での密を避ける必要がある場合には、時差通学等の対応を検討す

ること。 

２ 部活動について 

⑴ 実施については、地域の感染状況や競技特性及び活動形態等を踏まえ、慎重に判断するこ

と。 

⑵ 当面、活動時間は、可能な限り時間短縮を図ること。 

⑶ 他校との練習試合や県外へ移動して活動（県外の学校等との活動を含む）する際は、事前

に遠征先の感染状況や制限等を確認し、慎重に判断すること。 

⑷ 大会・コンクール等の参加に当たっては、主催者等が示す「新型コロナウイルス感染拡大

予防ガイドライン」に基づいた行動を徹底すること。 

  併せて、大会参加前後の健康観察を徹底すること。 

⑸ 上記に加え、令和３年４月６日通知「県立学校の部活動について」に基づいた感染対策を

徹底するとともに、以下の点に留意すること。 

・ 部活動前後での集団での飲食や部室等の共有エリアの一斉利用を控えるなど、部活動に

付随する場面での感染症対策を徹底すること。 

・ 大会や練習試合等における他校生徒及び教職員との接触は、必要最小限とすること。 

・ 競技中以外において、身体的距離が十分とれないときはマスク着用を徹底すること。 

ただし、気候の状況等により熱中症などの健康被害が発生するおそれがある場合は、マ

スクを外すこと。その際は、換気や生徒等の間に十分な距離を保つ、近距離での会話を控

えるなどの配慮をすること。 

・ 競技用具及びベンチ等、共用物品の消毒を徹底すること。 

【担当】 

○教育活動に関すること  学校教育室高校教育担当（019-629-6140） 
○部活動に関すること   保健体育課学校体育担当（019-629-6190） 

写 
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担当 

保健体育課学校体育担当（中村） 

TEL：019-629-6190 

県立学校の部活動について 
              ［令和３年４月６日通知］ 

 

１ 基本的な考え方 

  部活動（運動部及び文化部）については、引き続き十分な感染症対策を行った上で、生

徒の健康・安全の確保のために内容や方法を工夫しながら実施すること。 

 ⑴ 部活動の参加は、生徒本人と保護者の意向を尊重して、参加を強制しないこと。 

 ⑵ 参加する生徒の健康状態を把握し、生徒の体調管理を徹底させること。 

 ⑶ 教師や部活動指導員等が部活動の実施状況を把握すること。 

 ⑷ 部活動の実施に当たっては、統括団体（全国連盟・協会等）が作成するガイドライン

を踏まえること。 

２ 活動に当たっての留意事項 

⑴ 活動について 

  ・ 飛沫感染に留意し、近距離での大声を徹底的に避けること。 

  ・ こまめな手洗いを励行すること。 

  ・ 用具等については、使用前後に消毒を行うとともに、生徒間で不必要に使い回しを

しないこと。 

  ・ 体調のすぐれない生徒は、部活動への参加を見合わせ自宅で休養すること。 

⑵ 活動場所について 

  ・ 活動する場合は、こまめな換気や消毒液の使用（消毒液の設置、生徒が手を触れる

箇所の消毒）を徹底すること。 

  ・ 教室等を使用する場合は、長時間にわたり密室状態にならないよう、換気を頻繁に

行うとともに、十分な身体的距離を確保しながら活動すること。 

・ 更衣室や部室の利用については、短時間の利用とし、一斉に利用することは避ける 

こと。 

⑶ 活動時間等について 

  ・ 活動時間や休養日については、「岩手県における部活動の在り方に関する方針（改訂

版）」に準拠し各校で策定した「学校の部活動に係る活動方針」によることとするが、

生徒の体調等を考慮し適切に設定すること。 

  ・ 活動に当たっては、感染リスクの低減に配慮した、より短時間で効果的な内容となる

よう工夫して取り組むこと。 

⑷ 練習試合及び合同練習について（遠征等を含む） 

・ 緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置が発令されている地域への遠征等は、感染

拡大防止の観点から自粛すること。 

・ 感染が拡大している地域や外出の自粛等が要請されている地域への遠征等は、慎重

に判断すること。 

・ 特に規制がない地域への遠征等については、事前に遠征先等の地域（県、市等）の

制限等を確認の上、当該地域及び学校等の方針に従うこと。 

・ 生徒の健康状態を把握し、体調に不安を抱える生徒や参加を希望しない生徒は、参

加させないこと。また、参加に当たっては、事前に保護者の同意を得ること。 

・ 実施に当たっては、適切な感染防止対策（移動及び宿泊時等における「三つの密」

の徹底的回避）を講じること。 

・ 担当する教師のみで実施を決定するのではなく、学校として責任をもって判断する 

こと。 

 ⑸ 各種大会等への参加について 

  ・ 各学校においては、地域の感染状況等を考慮した上で、各種大会への参加の必要性 

を判断すること。 

  ・ 生徒の健康状態を把握し、体調に不安を抱える生徒や参加を希望しない生徒は、参

加させないこと。また、参加に当たっては、事前に保護者の同意を得ること。 

  ・ 大会における活動以外の場面（移動、宿泊、会場での待機時間等）も含め、生徒、 

教師等の感染防止対策を講じること。 
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【参考１】 



 

  

【参考２】 
（抜粋） 



 

 

 

  



 

 

 

 

 

  



 

 

 


